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大使館イベントで日本の魅力をＰＲ 

～「桜を見る会」にクレア北京もブース出展しました～ 

 

2014 年４月８日、在中国日本国大使館日本大使公邸において、日中の企業関係者らを

招待し、「VISIT JAPAN」をテーマに、日本各地の魅力や日本の食を PR するイベントが

開催されました。イベントは花見の季節に合わせ「桜を見る会」と題され、会場内で民間

企業や自治体等がブース出展し、日本酒や寿司などが振る舞われた他、各地の観光情報な

ど各種 PR を行いました。 

 中庭では日本の伝統文化である茶道を体験するブースが設置されるなど、日本の文化や

魅力に直接触れることのできるイベントとなりました。 

 

クレアブースでは日本各地の観光情報を PR 

クレアは約 10 の自治体とともに同イベントに出展し、日本紹介マップ（全都道府県の

位置・概要がひと目でわかる写真入りの地図）や各地の観光パンフレットを配布するなど

し、日本の各地域の魅力を PR しました。 

クレアブースには多くの旅行業界関係者が立ち寄り、各地の観光情報を収集していまし

た。また、同イベントには、今年度の JET プログラムで新たに日本へ派遣される中国人青

年約 50 名も参加していたため、派遣者の方々もクレアブースを訪れ、これから自分たち

が派遣される地域や、日本滞在中に旅行してみたい地域のパンフレットを手に取り、内容

についてスタッフに質問するなどの場面が見られました。 

他の自治体ブースの様子も紹介します。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県ブースでは、観光情報の他、中国向け通販サイト「新潟館」の PR のため、同サ

イトでの販売商品である燕市の高度な金属研磨技術により製造されたビアタンブラーやぐ

い呑みを展示していました。高額な商品ではありますが、職人の高度な技術が凝縮された

製品を多くの来場者が手に取り、スタッフの説明を興味深く聞いていました。 

クレアブースでパンフレットを手に取る来場者 新潟県ブースでは伝統工芸品を展示 
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鹿児島県ブースでは焼酎の試飲とともに、流しそうめんを実演して振る舞い、来場者の

注目を集めていました。 

このように、どの自治体ブースにおいても、地酒や伝統工芸品の展示など趣向を凝らし

た展示内容で PR したことで、多くの来場者が各ブースで足を止め、各地の物産や観光パ

ンフレットを実際に手に取り、楽しんでいる姿が見られました。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの民間企業も出展 日本食は大人気 

イベント会場には自治体関係ブースの他、観光関連や食品・飲料など約 30 の民間企業

や団体も出展しました。 

特に人気があったのはビールや日本酒、ジュース、カレー、手巻き寿司、牛丼、お菓子

などを試飲・試食できる食品関連企業のブースで、中には行列ができているブースもあり、

あらためて日本食人気の高さを実感できました。 

当日は天候にも恵まれたことから、出席者の多くが中庭で日本のお酒や食事を試飲・試

食しながら交流する姿が見られました。 

 

500 人以上の来場者で盛り上がったイベント 

イベント会場には、招待された中国の観光関係の政府機関、観光関連企業の他、食品会

社、日本留学経験者、日本語専攻学生、主要国大使夫妻、日本商会・日本人会役員、マス

コミ関係者など、500 名を超える来場があり、大盛況の下終了しました。 

今回は「VISIT JAPAN」がテーマだったこともあり、会場では日本の観光誘致に貢献

した中国の旅行会社の表彰も行われました。 

 2012 年９月の尖閣諸島国有化をめぐる日中関係悪化を起因として、中国人訪日旅

行者は一時激減しましたが、最近は回復傾向が顕著となっています。月別では 2013 年

９月から６ヵ月連続で過去最高を記録するなど、今後も個人旅行客を中心に増加が予想さ

れています。 

多くの日本酒が並ぶ山形県ブース 流しそうめんを実演する鹿児島県ブース 
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今回のイベントの来場者はもともと親日家・知日家が多いということもありますが、多

くの中国人来場者が、日本の食文化や各地の観光情報に興味を持ち、日本人と交流してい

る姿を見ると、緊張が続く国家間の関係との違いに違和感を覚えてしまいます。 

木寺昌人大使はあいさつの中で、「和食やお酒、アニメなど日本には数多くの魅力があ

る。中国の人にありのままの日本を見てもらうことで、両国の国民感情の改善にもつなが

ると信じている。」「日中関係にも早く春が訪れるよう、我々も皆様ととともに努力してい

きたい。」と述べられました。 

クレア北京事務所としても、より多くの中国人に、日本の魅力を知ってもらえるよう、

今後も自治体と連携しながら情報発信・各種 PR 活動を行うとともに、日中の地域間交流・

民間交流をいっそう推進できるよう努力していきたいと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中川所長補佐 新潟県派遣） 

 

 

 

手巻き寿司が試食できるブースには行列も 多くの来場者で賑わう中庭の様子 


